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引渡し猶予に関する覚書

[bookmark: _Hlk5630043]売主     　　と買主     　　は、    年    月    日に締結した後記表示不動産(以下「本物件」という。)を目的とする不動産売買契約（以下「原契約」）に関し、次のとおり変更することについて合意した。

記
第1条　売主および買主は、原契約第     条(引渡し)の定めにかかわらず、買主に対して本物
件の引渡しを    年    月    日まで猶予するものとする。

第2条　買主は、売主に対して原契約第     条(売買代金の支払時期及びその方法)の定めにかかわらず、同条に定める残代金（Ｂ４）のうち     円の支払い時期を前項記載の期日までとすることとし、引渡と同時にこれを支払うものとする。

第3条　売主は前条の引渡しまで本物件の善管注意義務を負うものとする。

第4条  原契約第     条(公租・公課の負担)の負担については、原契約の定めにかかわらず、本
条第1条の引渡し日をもって起算日とし、その前日での分を売主が、引渡し日以降の分
を買主がそれぞれ負担するものとする。
　
第5条　原契約第     条(引渡し前の滅失・損傷)に規定する引渡し日については原契約の定めに
かかわらず、本条第1条の引渡し日とする。

第6条　本覚書に約定しない事項については、原契約によるものとする。

　上記の確認を証するため本書２通を作成し、売主および買主は各々1通を保有する。

    年    月    日

[bookmark: _Hlk17972403]売主　住　所　     
氏　名　     　　　　　　　　　　　　　　　㊞

買主　住　所　     
氏　名　     　　　　　　　　　　　　　　　㊞
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不動産の表示
	土　　地
	所　在
	地　番
	地　目
	地　積
	持　分

	
	     
	     
	     
	     　㎡
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	建　　物
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	家屋番号
	     

	
	種　類
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	床面積
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